
リレー・フォー・ライフ・ジャパンリレー・フォー・ライフ・ジャパン

　　　　　２０２５青森　　　　　２０２５青森
～10年の歩み、そしてその先へ～～10年の歩み、そしてその先へ～

お問合せ先：ソニー生命保険(株)青森支社　加藤幸二お問合せ先：ソニー生命保険(株)青森支社　加藤幸二

［電　　話］017-721-1970［FAX］017-721-1971［電　　話］017-721-1970［FAX］017-721-1971
［携　　帯］090-4888-5825［携　　帯］090-4888-5825
［住　　所］青森市本町1-3-9ニッセイ青森本町10階　ソニー生命内［住　　所］青森市本町1-3-9ニッセイ青森本町10階　ソニー生命内

リレー・フォー・ライフジャパンリレー・フォー・ライフジャパン
青森 Webサイト青森 Webサイト

Ten years of Progress and beyondTen years of Progress and beyond

リレー・フォー・ライフ・ジャパン青森実行委員会リレー・フォー・ライフ・ジャパン青森実行委員会

主　　催　リレー・フォー・ライフ・ジャパン青森実行委員会主　　催　リレー・フォー・ライフ・ジャパン青森実行委員会
　　　　　公益財団法人　日本対がん協会　　　　　公益財団法人　日本対がん協会
特別後援　アメリカ対がん協会特別後援　アメリカ対がん協会

プライバシーポリシープライバシーポリシー
参加にはプライバシーポリシーへの同意が必要と参加にはプライバシーポリシーへの同意が必要と
なります。事前にこちらをお読みください。なります。事前にこちらをお読みください。

Celebrate 祝う

Remember しのぶ

FightBack 立ち向かう
祈り祈り



寄付の使いみち

リレー・フォー・ライフで寄せられた寄付金は、公益財団法人 日本対がん協
会を通じて、下記のような支援に充てられます。

リレー・フォー・ライフが使命とする”Save Lives”は、直訳すると「命を救う」ですが、単
に医療行為によって救命を行うという意味ではありません。医療に従事していなくても、リレ
ー・フォー・ライフに参加し寄付金を募ることで医療の進歩に貢献し、間接的に人の命を救うこ
とができます。そして、生きる希望を失った人の支えになることもまた、命を救うことです。リ
レー・フォー・ライフにおける”Save Lives”のもうひとつの意味、それは「人の魂を救う」
ことなのです。

Save Livesとは
　(セーブ ライブス)

1985年、一人の医師がトラックを24時間走り続け、アメリカ対がん協会への寄付を募りまし
た。「がん患者は24時間、がんと向き合っている」という想いを共有し支援するためでした。
ともに歩き、語らうことで生きる勇気と希望を生み出したいというこの活動を代表するイベント
は、2024年現在において、世界36か国で活動、約1,800か所で開催され、年間寄付は約146
億円にのぼります。

リレー・フォー・ライフとは


